
【審査基準】

配点

1 10

2 10

3 10

4 10

5 5

6 5

7 5

8 経済性 10

9 5

10 5

11 デザイン 5

12 5

13 5

14 5

審査項目

機能性

生徒への

配慮

利便性

事業者

着用感を重視した工夫がされているか。

活動や着脱がしやすい工夫がされているか。

保湿性、通気性、学校生活を快適に過ごせる仕様となっているか。

素材や縫製技術面など、３年間の着用に耐えうるような仕様となっているか。

着崩れや型崩れが起きにくい工夫がされているか。

5

自宅での洗濯が可能である等、手入れがしやすい工夫がされているか。

抗菌防臭、撥水等の加工がなされているか。

保護者等に配慮した価格設定となっているか。

生徒が自由に選べる仕様となっているか（性的マイノリティへの配慮等）。

市内全体でリユースしやすい学校の表示方法となっているか。

生徒、保護者、地域に対し、好感が持てるものであるか。

販売方法等での生徒、保護者、学校に配慮したものとなっているか。

修繕が発生した場合等のアフターサービスの体制がとられているか。

制服の供給を継続できる安定した経営的基盤を有しているか。

制服の最終仕様決定における生徒、保護者、学校関係者からの意見をどの程度

まで反映させることができるか。

（決定業者が提案した見本品を市内全小中学校に展示し、生徒、保護者、学校

から出された要望を制服の最終仕様決定にどこまで反映させることができる

か。）

生徒を関わらせるような企画提案ができているか。

【例】展示会、アンケート等
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